
畢理剋日εユ辞彗聾7LVRId fi辛担諷軍¥「影
°
マηマ摯婿華当

撃)■聾颯■1■暑VCrd旱雛γy単-7ηヨ繁 `慟畢暑園

日Z～IユM器普コ⑦Э。9Z～OZ`aV監i聯彗型士(VCI
d)¥華γ―■lYキ/1`評

=iヽ

9ヽ9碑鉾当 `a

竃睾卓レヽ饗畔撃6T鰹肇撃漁番ΨO章箪
=!マ
準音撃

率単
=謝
0尋迎降華 て

°
7■竃獲浮業ZZ`里叫g

riビ86T図■撃
=fi 4ヽ

キキ゛
7■4饗η音帥I `型

叫ZZriビフ～Z6f図騨解中当fllムヽ:寺Z861 171
°
マη取涎)ヽCヽri章zz`型

叫91T,Erフaf(金車晶彫雲・撃
=)図
■撃
=0醒
箪

晋Fl(ヽキ`
゛
7η准響澤音69照叫ZI擢尋`型馴8 TIド

ZI`奨奥動6 ri rフaf図■種曝中管fi(4rキ
。_7η
4釜聾

ηtt TSI`fF叫08催尋`型副SIriビ8`f図啓解中当
`担叫91「|ドフ6イ図碑解箪当fl lム1:寺1861 C)

。
マa迪者ηttz8`担叫6`f図碑鰈

中音
=ln 4rキ

。
7■■登聾畢音091 a flF」叫98燿亭`型

叫9Ztttr/o型叫olr,ビ9 `堕叫SITlビ8aF図碑鰐中当
`里叫OIriビフaF図碑鰐箪当Fl lム1:寺0861 1Zl

°
7■■髪浮音98`型叫8

af図零円暴中管riビZIF16 4 rキ
。
マn4饗η音o8Zn

f担叫Z9擢尋`興叫6Zttkf/0墨叫6■1ビ9 `望E10Zriビ

ッaf(金車猛業・当髭』・Ψ自。オ字黙。当基・勁14

ζoM望)図■鰈中音`照叫8Z擢PヽO(静国一回マビフ

Fi型叫OIM)里叫II「
'ビ

9 `lF」則ZTriビフ6T(金単墓
彰撃。蜘llr・浜摯)図碑鰹箪当

=11ム
1:寺6261(I)

°
7■豪解a竃マ配畢畢¥o卑導隠蚤0)準判竃妻

僻選⑦静固醤
°
マνYri群4`=ヨ〔fヽヘユ,マ瑚署

「
トヘ

互`■4絆lT削り樽マ(釜)音撃9畔
`7宗
静回I

軍鰹0皐革摯導lle薫ュΥ年竃灘0株絆
=ヨ
■

妥単Of年儲絆 Ⅱ

°
2準躍数)η ttT,珊号湯園0担イ暴百

準業薔riρ下里判覇軍曇撃当7ヽへ77ヽへγ騨膨)金竃灘

0僻濯`67宗ri〔ュ影撃畢堅幸°9準早壽ri⊇⊇`)

0マツ脅影、γ音撃へヽ譲当漸El酎0?撃ビ聯0際章?爾
懸ω軍珊.側 `ワコマ7■豪鰹aFヵ6Z`)ヽCヽr,ヨ国o
?摯準際業マ妥漁覇髪0軍¶̀側瞑ゾ興9`19■1暑準(4
ヽキヤρf964アキ`Ч今1)Ж基0当V`ユコン
。
ヮνqγ身マ配園身壷菫T¥暮判的0撃幸`fi

γヽ曼ヽ

“

ワ準爾髪、γ里珊,卿ツ準榔r,際蛍ω tt νコンラ回

暑準 `νCriヮgttν砕ビ聯γ国にf±6Z`゛

“

(障κn

/口′κヨρf響障κJミ不口/1巣/7´口∠ン)障
ゾJミン4キま4イγイツν■9掻涎硝摯会開軍ふ軍ヽ↑)a
ドコ里撃ρψつY珊′瓢臓ン4`―

`/ミ
ン(れヽ`軍―

°
(01)マ■早辞)群撃畢?コツい)η乖厳?)ヽへgri当

幸
`、
γ(ιI`sI`ZI)γν Priマq胎、γ?⊇97ユ0'シf ri

爾疑0単Trl′卿際ΨFl図当0シ`(,)a■ri〔fッν負暫sγ

髯雑上野0音峰判鮒)聘号国0■準クコウフZ``↑)ヽイヽ

ri印国°
(I),、へ)νマ早首泰γT鋭0里珊̀側)¥ρヽ

“

写

M/〆
``40/κ`P riヵ

lz61rl)準`fl)、へCri(瞑

4`子/1-ツ`∠ヤ子?瞑4イミ/ヽ)際ゾ4′一
`/ミ
ン

4たヽ準些澤音峰判鯛ヽヽ軍`)a ttrittρ、7つXO啄場
梁国製号9騨)。f ri′″′

“
F'W′ルタοg単撃ρ7ヽつM

霧I

・2巫282uマI uI SOIqマ1080A

uo sepIЭIBunJ OplulIKXoqェ●ЭIp puυ 。10Zセp:WIZuoq

q stIIIマニls lu21slse,′″′″, s′′rz′οg J0 0ouoェnЭo0

IHSOXVunフI・s

絆 騨 草 到

干髪⑫単撃コγヽつY羽′製降当Jミン4キ許4r γ
`

rT鉢4r一
`〆
ざンrヽκン

'コ
鉢EI許等繊≦猛⑫当11偉彗緯

(7861)89～Zシ:書6Z半 継迎馨目|lr半載



(1・99)00 (9・OZ)10 (8・
'1)ZZ

(ι
・8)9L9Z∠ 擢 e

()・Oι)61(0・
'1),

(ι
°
C)l(1・[1)0

(ι・99)lL(ι・98)ll
(ι
・9,)∠ (ι・9Z)'

(∠・9Z)| (ι°9夕)ι

(ι
・91)9

(0・OZ) 0

(0・81)乙

(0・01)9
(∠
・9)[
(0・9L)Z

66   191
シ9      8ι

9,      9∠

00

91

91

）

中

単

擢

鰈

腺

(0・レ9)6L(0・OZ)ι

(0・09)ι[(0・Zl)9

(0'0乙) 乙    (0・0') '

(1・∠L)9

(0・乙1)9

(0・09)9

(9・8)9
(0・8)Z
(0・01)L

乙01     09L

00      901

乙Z      ツク

99

9Z

OL

）

中

単

擢

盤

鰐

(9・69)'0 (9・9L)6

(6・94)ZZ (6・9)乙

(6・乙ン) ZL  (0・9乙) ι

(9・∠1)01 (0・ι)'
(9・OL) 0      (6・9 )  Z

(0・9Z) ∠     (L・ι )  乙

∠9     ∠・9∠    乙lZ    00Z

6乙   8・98  911  '01
里叫8Z  %夕・9, 判Z6  摯9,1

）

中

箪

擢

簾

蝶

%001%00～09  %0レ～OZ%0凝る国

軍靭

与膿 薄

7 回 ■

軍豪里駒取

側軍靭迪響
η寺

(尋1呈)専静回ng漱用碑単剤̀側

用コ0騨ρヽ
“

到剤.瓢瞑X4イー

`/ミ
°
マツq

α躍堕回I、γ像回0(17興事I消`イ‐f/°マ。7)甲動ヽヽ

軍)ヽ7さ,欝国1ム1 `6留以%畔、γ静回ω(17単珊瓢

`7準°
7■■Jきき、

“

素用靱firiヵ18`マ寺08` `、77
・7)軍珊̀側)ン準11■6Z)°マ■普ri¥z彰澤素需誹里

剤.卿瞑1斡の率寺18`脅タヽル6Z`ツ

`19ri争
回
`4・
キ

64rキ lZl
°
マ■喜撃回動ツ

手上郵マヽヽ■■彰
=1)堕
叫Z9筆`s77。準軍ξ

“

輩印摯

単剤̀製F')貿叫フ0聯
°
7。7)興手}瓢)ヽ準ri¥騨馴

製
=1型
則フ中堕叫OI°マη ttritt I彰孝像霧0素FFu軍

コ,製ors?ビッシf19■1(図取鰐箪0カ6Z`)箭回一回
`rIP ι°

マ・、γ里きき、γ華用靭単珊側)ヽヨ千
「
1鰐誉髯当

!1鰈■音`?ワ暫ri「g図肇°
7。留慟興障I sα静回0(17

重コ.溜?)ヽへ響
「
iンカOν二ヽヽ°マνOα躍αヽ回動ワ準

軍ρttFirittZ8``、

“

マη普畢uコC/準上動きき、α素用導

理コ̀側fl寺18`マ七〇8` 
°
γ o ηriマ負陥、

“

マコッ1ヽ)η

摯影〉y■1取号M当fi単珊̀瓢`6マ)照叫フriヽクニq中

型叫Z9fl箭回0(17軍珊′溜°7。マユl曇9鰐、ク静回0(1

7箪コ̀側`ν砕甲靱sγ単■卿0%ム・9Zr,寺6Z`°7■乎ri

¥I彰浮篠漁需靱0軍摯ρくグワY¬`卿臓ン4/一
`ノ
ミン

イスヽ0)準寺Z8`負γヽ力6Z61`ワ(|イコ1争図1ム1
1ム1 (I)

°
マ

“

マ準)η?貿剤′側際ゾ4/一
`/ミ
ンイスヽ`)

o7η躍襲旱?コ(珊.側翼軍031)準普尋コ̀瓢↑EI際4′

子/1-ツ`∠平子
=10,7■

妥尋コ.側r'瞑4′ミ/■

ンκズヽ9(19■1静図1ム1  ¥I彰

軍]製障光lr―rFミル4くヽ ・L

撃   ¥ Ⅲ

°
マ■豪

鯉睾裂班爾厳0買剤̀側隠ゾ型〔孝寿■,攣聖際童`マ(a

マ票摯06)轟音撃髪0ユ準ビ9 6 f r lttz8` `)、Cヽri

(日9ビII:動軍`―ム、イЧγ―
`∠理智)1ムヽツへヽ)

ν昇暑辛■1軍Y4/0¥翠留静減軍滋中碑OM箭宗`γ
―
°
マη程誹澤湯凶07T髪軍割.側)ヽ曜畢騨割卑鴻
?際華摯導`ヽへ■影マ6准マ配9ヽ

“

彰¥TI駒竃髪料理

労国0?亨霧単羽迎7導回攣導lly薫 ・ε
°
7■
=1未
?箪珊̀側旱

⑫↑7■単爾?)ヽγ二α脅マ磯日I tXOヽ誓ヽa響、γ音

彰0)T聘暑`Fl)η ttrillkXlミン4+評4r γィコ1暑
°
マ■
=lllマ
翼コ.瓢撃0177■9濯0単Tユ黎暑」

“

妥

峰章`η影鬱尋単平ω里ワ(1イコ1磯日8～I `η畢暑ユ

幸讐国′OЭ。9Z～OZ慟里製°
マへヽ冒?碑駒7■叫墾塚(降

惟%09`ス
`=口
)ズ
``■
′κユ0(瞑惟%OS`Yイ

イ4ミy)κlミ4口/)■?臓ゾJミン4キ評4′γ4
`(際講%09`A/イ∠イ1)4`子〆一ヽツ

`∠才子)■

マ際ン4r―

`/ミ
ン4/ヽ`)ヽへ響ri鰐_o戦¥°7ヽ1ビ

浮碑着7η叫婆ェ_′m8″OI孝o単溝%0'`4イー
`∠

口)ス才

茶口′′F17準(巌溝%09`1-4∠ヽ)4`ミ/ヽriν
⊇`■?崩縣孝肇暑VCId Fl■暑

=緋
°
7■単到ヽ■彗軍

靱`6竃a膀マ2碑駒孝げIntlI S撃艶γ〔夕軍0ツη畢

書6Z彰 早酵彫推静調燿¥圏音lir半韓



°
777=)■7

里尋理躍yJミンスキ
'4r 
γ ttFl)コ⊇`)0マ■(II)早

離1lrlg■1)、、cri畔輩oン`η躍摯畢マ2(珊`卿平軍0
31)準菩畢珊卿

「
1(ス4=ロン網)降ス

``口
〃スP

,線qユ(Y〃イ4ざゾ多葦警)降スJミ4コ/`■l⑫

?準菩ηコ.卿r,(4`-4/口7業罵の際κ7不口∠シ

軍珊製瞑淑ミ.ン4+平4r年
` 
・ε

°
7,7)る国0(17軍コ.瓢、γPγ?fifl)T資回8`■

叫肇、γ静回0(17翼珊班t)争回7ηビ聯回Z～I°7■

摯攣↑静回0(1ン堅珊′剛`里ゴシ留、

“

箭回0(ly里■,V

FIユ静回てヽ‐f/n卑準`νqぐ躍、7回動7■6轟
「
i,マン

七号
°
7■喜
=,¥フ
彰η裂摯γ寺0素用靱里珊̀瓢マ専回

ビ斡`T,PC°7。9ユ里ヨ,瓢さ

“

PγマfiFI)T資回8

`6準軍r'%09Fl)静回7η攣猟回I°マγマ需コγヽ即

Tl`側0%Z・9フ↑負ψ静回ヽヽ身η摯理°マq普コ1¥8彰み

湯凶0?爾厳軍コ̀瓢マ専回冒静催専0(Aκ
`∠

イ1

'覇
)1豪4イ子/1-ツ`∠才子`?(1,4ズヽフ華

¥)臓4′ミ/ヽ0こ準黎準警僻星ッ
`|イ
「
,多回1ム1

券口07丁霧

軍Tl硼塵回7専回戦導0降淑rTr′ミン4くヽ ・τ
°
マ。ヽγ

])ヽT「1静回⑦Чム1き64rキ`F'素用靱軍珊瓢ω

負αヽり回κヽキ``コ

'¥γ
寺理
°
マν砕用靱ξγ里聯側降

幸qヽ7(菫%)静回I `クコマ″ヽ崖)ヽCヽri業ZZ静回
9 firittz8`°γ`ヽγヨ?%9Z～OZ↑葉用靱ωツ`67)

里酬9申」/_JttSIFI静回7νマ需魏9里ヨ′側｀
γ。マユコ

コ.側際幸、γ(%8・8)業9 °%〔0軍ZZγン腱
「
|力T8`

(ヽ^キ 18)

001   9乙

001   0Z
L・∠6   19
6・00   9Z
001   61
0・86      09

ι・99       9'

0・09       シ9

%Z・9レ  摯Z∠

9Z

OZ

90

L9

6L

19

0∠

06

摯99L

9

レ

9

∠

,

[[

9L

OZ

推副99

>8
Z

9

9

シ

9

乙

L

回0

華軍
¶,側

薄里
軍靱

静回

=場
湯国oマ華FF靱軍珊′側際回?導回攣導0際

ン4/―

`/ミ
ンイスヽ9`1鮮r,な国くら1 ¥8半

回
導
専
卑

軍
側
職
珊

(6・9ι)乙Z(Z・∠1)9(ク
・9)L(夕

・9)L擢尋

(∠
・99)

(ι・99)

(001)

(0・9Z)8

(Z・Z乙)乙

0

(9・8)L
0

0

0

(1・[1)[

0

Zi

6

進則8

∠・シ8

夕
・

'0
%001

8

9

8

09

∠Z

摯98

69

Z9

判98

19`

08`

6Z`

%001%00～09  %0'～OZ%0専静回

=減

尋 障

軍 回

轟軍

珊`剛

職里

=摯

γ寺

(尋1皐)専静回Л【素印靱貿珊̀瓢

用コ0四ρ準剛調,製際ン4/一
`/ミ
ンイスヽ2(1暉r聯国64rキ  ¥

(寺6Z`)燿凛ng靡黎⑦旦撃oヽ喝M]瓢障ン4/二
`〆
ざレイイン安コ事勲箭園一回

営Sロリフ‐  書黎箭回軍

τ彰

図I彰

崖

I

（％
）
葉

単

珊

製

回

6フ干髪⑫単撃0ヽαつコ■卿障※Jミ″不キ多4rγζo T鉢4r―メノミ′Kκルッタ竿つ暑準¥掘⑫当|lr半戦:騨喜裂絆



神奈川県園芸試験場研究報告 第29号

第 4表   トマト圃場におけるベンツイミダゾール系剤の散布回数と同剤耐性菌検出率の年次推移

年次
耐性菌

検出率

ベ ンツイ ミダゾール系剤の散布 回数 計

　
場

合

　
圃0回 1～2回 3～5回 6回以上

0% 2個 所 28.6%
10--40     3     42.8

50-90   0
100      2      28.6

4ヽ 計  7

1個所  6.7%
4    26.7

4      26.7

6   40.0
15

1個所  ア.1%
1    7.1
1   7.1
11   73.6
14

0個所

0

0

9

9   100

4個所  8.9%
8      17.8

5   11.1
28    62.2

45

0   2
10-40   4
50-90   3
100  5
小 計  14

3     8.8

6   17.6
6   17.6
19    55.9

34

14.3

28.6

21.4

35.7

8.3

16.7

25.0

50.0

1

2

3

6

12

0

0

0

4

4

0

0

0

4

4

0   2
10-40   6
50-90   3
100      1

4ヽ 計  12

3   11.5
7   26.9
6   23.1
10     38.5

26

16.7

50.0

25.0

8.3

12.5

12.5

25.0

50.0

50.0

50.0

1

1

2

4

8

0

0

0

4

4

0

0

1

1

2

第 5表 トマト圃場におけるジカルボキシイミド系剤耐性灰色かび病菌の発生と

同系剤散布回数との関係 ('82年 )

圃場別耐性

菌 検 出率

検 定

圃場数

同 左

割 合

散 布 回 数 別 圃 場 数

0回 (不明)

0% 5個所  18.5%
2      7.4
2      7.4
18     66.7

1

0

0

0

1

2

0

0

2

0

0

4

1

0

1

1

0

0

1

2

0

0

0

2

0

0

0

2

0

0

0

0

0

0

0

1

0

0

0

1

(0)

(0)

(0)

(6)

40--50

75--30

100

'79年には検定しなかったが,'80年の検定では トマト病

果150果のうち1果から分離した菌株が耐性を示し, キ

ュウリ32果からは耐性菌が検出されなかった。 '81年に

は, トマト151果中4果 (3/30個所)か ら, キュウリ59

果中15果 (3/12個所)から耐性菌が検出された。'82年に

はトマ ト145果中106果 (73.1%)か ら,耐性菌が検出さ

れた。試料採取時までのジカルボキシイミド系剤の合計

使用回数と,耐陛菌検出率との関係を第 5表に示した。

耐性菌の検出されない圃場は使用回数が 3回以内であっ

た。 5回以上使用した圃場 6個所は,すべて耐性菌が検

出された。2～ 3回の場合は圃場によって大幅な差が見

られた。つぎに, トマト圃場における薬剤散布と発病果

数,お よび両系剤耐性菌の発生状況を調べた (第 2図 )。

発病は3月 に入って増加し,4月 に入って減少している。

ベンツイミダゾール系剤は散布しなかったが,同系剤耐

性菌は3月 に入ると発生し始め (50%),その後増加し

ながら最終的には100%耐性菌となった。ジカルボキシ

イミド系剤耐性菌は発病が多く見られた3月下旬から発

生し,ベ ンツイミダーゾル系剤耐性に遅れて増加した。

なお, ジカルボキシイミド系剤 3回散布後に同剤耐性菌

が発生し,4回散布後に100%耐性化した。これらの実験

を通して検出されたジカルボキシイミド系剤耐性菌は,

すべてベンツイミダゾール系剤にも耐性を示した。

Ⅳ 考   察

灰色かび病に高い防除効果を示したベンツイミダゾー

ル (3)系剤 (ベ ノミルとチオファネートメチル剤)に
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たが(16),本調査や国外の例(6,7)で も明らかなとおり,圃

場で発生したD系剤耐性菌のほとんとがB系剤にも耐性

を示すことから,複合耐性化あるいは多剤耐性化してい

るものと考えられる。本調査において,D系剤耐性菌が

100%発生していた圃場は,D系剤を2回以上使用してお

り, とくに 5回以上使用している圃場では,すべてD系

剤耐性菌となっていた。反面,D系剤耐性菌の発生して

いない圃場は,すべて 3回以下の使用であった。同一回

数 (2回 とか3回)で耐性菌率が大幅に異なる原因につ

いては,他の殺菌剤を合めた薬剤の散布体系や灰色かび

病菌の中での,薬剤感受性についての系統差という面か

らも詳細に検討する必要がある。この関係を検討する手

始めとして,B系剤を使用しない圃場での耐性菌の発生

推移について調べたところ,D系剤耐性菌に先立ってB

系剤耐性菌の発生が見られ,D系剤 4回散布によりすべ

て複合耐性菌となった。このことは, トマト圃場でB系

剤の使用が減少するにつれて,B系剤耐性菌も'81年 まで

減少の傾向にあったのに,'82年に再び増加する傾向にあ

る事と関連するものと考えられる。      ′

以上のように,B系剤とD系剤に耐性を示す複合耐性

菌あるいは多剤耐性菌の出現によって,再び灰色かび病

の防除対策 |ま困難を極めることになった。今後は,これ

ら耐性菌の薬剤感受性を中心とした諸性状を検討して,

効果の高い薬剤や負の交差耐性を示す薬剤の探索を進め

る一方,圃場衛生や多湿条件の回避など耕種的な面から

も発病を少なくする努力をすることが重要になろう。さ

らに,現場における薬剤散布体系と耐性菌発生率の相違

についても解析を進める必要がある。

V 摘

i979～ '82年に,神奈川県における施設栽培の トマトと

キュウリおよび露地栽培のキャベツについて灰色かび病

を対象とし,ベ ンツイミダゾール系剤とジカルボキシイ

ミド系剤耐性菌の発生について調べた。

(1)ベ ンツイミダゾール系剤耐性菌は, トマトとキュ

ウリでは72.7～ 88.9%と高率に発生していたが,キ ャベ

ツでは9.6%と発生が少なかった。

121 ベンツイミダゾーノ́系剤の散布回数が 3回以上の

圃場では,同系剤の耐性菌率は高かったが,散布回数の

少ない場合は圃場によって耐性菌率に大差が見られた。

(0 トマトにおけるジカルボキシイミド系剤耐性菌の

発生は,′80年にはほとんど見られなかったが,'82年には

高率に認められた。なお,同系剤散布回数の多い程耐性

菌率は高い傾向を示した。

141 ベンツイミダゾール系剤を散布しなくても, ジカ

ルボキシイミド系剤を散布することにより,両系剤の耐

性菌が発生した。

151 トマ トとキュウリに発生したジカルボキシイミド

系剤耐性菌は,そのいずれもがベンツイミダゾール系剤

に対しても耐性を示した。
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Summary

Since 1979 t0 1982 0CCurence of strains of Bo′ η―

′′scグπ
“
α resistance to both of benzilnidazole(beno一

myl and thiophanate‐ methyl)and didarboximide(ip―

rodione, procymidone and vinCIOZ。 lin) fungicides

was investigated oi tomatoes and cucumbers in

greenhouses, and on cabbages in the fields of

kanagawa prefecturO.

(1)On tomatoes and cucumbers,resistant strains

to benzimidazoles were isolated at the high― rate

Of 72.7 and 88.9%, but On cabbages was the low―

rate of 9 6%.

12)Resistant strains were isolated at high‐ rate

in the greenhouses spraying the benziinidazoles more

than 3 tiines, but in the gr6ё nhouses of non or few

spraying were uncertainly isolated from low to

high‐ rate.

(31 The reSiStant strains to the dicarbo対 mides

were detected only l by 150 SampleS On tomatoes

in 1980, but the resistant strains were detected lo6

by 145 Samples collected in 1982.  The resistant

strains in greenhouses sprayed more than 5 tilnes

of dicarboxiinides■ ere isolated fron■  all samples.

141 By appliCatiOn of the dicarboximides on

tomatoes in greenhouses, even did not appHcate

the benzimidazoles were isolated resistant stFainS

to both fungicides.

(5)An dicarboxirnide resistant strains isolated

from tomatoes and cucumbers also resisted to the

benzimidazoles.


